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１ 依存症相談拠点

〇依存症対策総合支援事業実施要綱（平成29年６月13日障発0613第２号）に基づき、平成31年４月より、
都立（総合）精神保健福祉センターを東京都における「依存症相談拠点」として設定

相談機関名 電話番号 電話以外の問い合わせ

中部総合精神保健福祉センターこころの電話相談
月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時から午後5時まで

03-3302-7711 面接相談は必要に応じて実施（予約制）

多摩総合精神保健福祉センターこころの電話相談
月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時から午後5時まで

042-371-5560 面接相談は必要に応じて実施（予約制）

精神保健福祉センターこころの電話相談
月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時から午後5時まで

03-3844-2212 面接相談は必要に応じて実施（予約制）

２ 相談拠点での取組

項目 概要

依存症専門相談支援事業 専門相談員による本人・家族等を対象とした相談（電話・面接）

依存症支援者研修事業 保健所、医療機関関係者等を対象とした研修の実施

普及啓発・情報提供事業 ホームページ、リーフレット等による情報発信

依存症の治療・回復支援事業 本人向け回復支援プログラム等を実施

依存症者の家族支援事業 家族講座の実施

連携会議運営事業 関係機関による連携会議の開催 －16－
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① 相談・回復支援の取組

〇 精神保健福祉相談
・こころの健康等に関する本人や家族等からの

相談を実施
・相談は電話のほか、必要に応じて面接も実施

〇 依存症家族教室
・家族が依存症についての正しい知識を学び、

依存症者本人への適切な対応を獲得することと、
家族自身が回復することを目標に実施

〇 回復支援プログラム
・依存症の当事者を対象に認知行動療法に基づいた

回復支援プログラムを実施

【ＴＡＭＡＲＰＰ（再発予防プログラム）】

（多摩総合精神保健福祉センターＨＰより）（多摩総合精神保健福祉センターＨＰより）

【家族教室プログラム】

【依存症関連の新規相談者数推移（来所）】

（令和２年版多摩総合精神保健福祉センター事業概要より）

区分 H27 H28 H29 H30 R1

ギャンブル 31 32 49 59 68

アルコール 56 42 36 47 40

薬物 48 33 52 63 41

その他 11 16 28 17 16

（人）
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② 普及啓発の取組

〇依存症対策普及啓発フォーラム

・都内在住・在勤・在学の方を対象に依存症対策普及啓発

フォーラムを開催（令和元年11月13日）

・実施内容
①基調講演
◆女性の回復に必要な３つの条件

～女性の生き方を応援するには～
◆都民に知ってほしいアルコールと依存症についての知識
◆薬物依存からの回復を支えるために

～私たちにできること～
◆ギャンブル等依存症への集団療法 Ｃ－ＧＡＰの試み

②トークセッション

【リーフレット】

【依存症対策普及啓発フォーラム案内】

〇リーフレットの作成・配布
（ギャンブル等依存症～その理解と回復のために～）

・ギャンブル等依存症に関する普及啓発を
目的としたリーフレットを作成・配布

（※令和元年度改訂を実施）

・関係機関等へ配布するほか、ＨＰにも
掲載し、広く情報を発信

（都立（総合）精神保健福祉センターＨＰより）
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③ 地域の関係機関との連携の取組等

〇技術援助

・精神保健及び精神障害者の福祉と医療の向上に資することを目的として、精神保健福祉行政を担う
行政機関（保健所・保健センター・障害福祉主管課等）、精神保健福祉行政と密接に関係する機関
（区の福祉事務所、各医療機関、就労機関、教育機関、警察・保護観察所等の司法機関等）を支援

・来所による相談・検討会を実施するほか、関係機関への出張や電話等でも対応

・依存症関連の技術援助実績（令和元年度）：226件

〇東京都依存症関連機関連携会議（令和元年12月17日開催）

・依存症対策総合支援事業実施要綱（平成29年６月13日障発0613第２号）に基づき、依存症患者等に

対する包括的な支援を実施するため、地域における依存症に関する情報や課題の要求等を目的とした
関係機関による連携会議を開催

・医療機関や保健所、区市町村、民間団体・回復施設、保護観察所等の依存症者を支援する団体等で
構成し、各主体の取組や情報共有等図り、関係機関の連携の構築を図る

※令和元年度は中部総合精神保健福祉センターを中心に開催（令和２年度は都内３か所の精神保健福祉センターそれぞれでの開催を予定）

（令和２年版事業概要より）

〇研修

・保健所、区障害福祉主管課、福祉事業所、障害福祉サービス事業所、その他の関係機関等で精神保健

福祉業務に従事する職員等に、専門的研修などの教育研修を行い、技術的水準の向上を図ることを
目的に実施

・アディクションをテーマにした研修において、ギャンブル等依存症の講習も実施

（令和２年版事業概要より）※アルコール等の他のアディクション含む

区分 研修名 講師 参加者数

中部総合精神保健福祉センター
アディクションシリーズ２
ギャンブル依存症の現状を理解し支援につなぐ

独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター
副院長 松下 幸生 氏

207人

多摩総合精神保健福祉センター
依存症問題研修④
ギャンブル依存について

医療法人社団よしの病院
副院長 河本 泰信 氏

44人

【令和元年度実績】
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